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松風園のコーヒー豆太郎です。
当法人の事業所で生産・販売している商品
を紹介します。

　
出
会
い
の
店
ゆ

め
れ
た
す
は
、平

成
７
年
４
月
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
１９

年
間
、皆
さ
ま
の

多
大
な
る
ご
支

援
の
も
と
営
業

を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、諸

般
の
事
情
に
よ
り
、お
店

の
営
業
は
2
月
末
日
で
、

コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
事
業
は

3
月
末
日
で
終
了
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
者・ご
家
族
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、ま
た
支
え
て
い
た

だ
き
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。長
い
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

オリジナルのガラススタンド。
キャンドル、ＬＥＤライトで優しい
灯りを醸し出します。

オリジナルデザインを施したガ
ラスのペン立てです。

サクサクの生地の中に、炒ったくるみがゴ
ロゴロ入った、食べごたえ抜群のクッキー
です。現在４個入りですが、個数などは相
談に応じます。

写真は焼き目ですが、他に、素材をそ
のまま活かした白木もございます。

室内を華
やかに彩
り、暖か
な春を演
出しませ
んか？

シンビジューム　1,500円～
価格　500円

4個入り　150円

15㎝角 5,000円・12㎝角 3,000円 プランター（大）700円・（小）500円
花台（大）500円・（小）300円

約２０種類のサンプルがありま
すが、お客様のお好みに応じ
て作成いたします。

日替わり弁当の
他に外注弁当、
オードブルも承
っております。
日替わり弁当 400円
外注弁当 500円～1,000円
オードブル 2,000円～

白黒印刷 120円（10枚）
カラー印刷 150円（10枚）
点字あり 上記の価格に
 プラス10円（10枚）

※大きさにより価格が異なり
　ます。

　ゆめれたすでは、利用者、職
員の皆さんにとって寮棟以外に
ホッとできる空間作りを目指し
てやってきました。ここまでゆめ
れたすでの勤務を続けてこられ
たのは皆さんのおかげです。感
謝しています。ありがとうござい
ました。

（生活支援員 女鹿百合子）

　ゆめれたすが開店した時からウエイトレスを
やってきました。ケーキを運んだり、ゆめれたす
に来たみんなと話をしたりして楽しかったです。
ゆめれたすコンサートも楽しかったです。

（角館星子）

　ゆめれたすでの仕事は、食器を洗ったり掃除
をしていました。楽しかったです。

 （寺澤由子）

製品紹介製品紹介
みたけの園（滝沢市）

長
い
間
ゆ
め
れ
た
す
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
で
す
。

（
右
か
ら
）角
館
星
子
さ
ん
、寺
澤

由
子
さ
ん
、女
鹿
生
活
支
援
員

たくさんの
お客様で
賑わった店内

ガラス製品

きらりんペン立て
きららのあかり

松風園（花巻市）
ホワイトロッククッキー

松山荘（宮古市）
生花 木工製品

弁当 名刺（点字名刺にもできます）

地域生活支援センター歩夢（盛岡市）

【お問い合わせ先】担当：谷地舘
TEL 019-641-0205　FAX 019-641-7460
E-mail  mitake@alto.ocn.ne.jp

【お問い合わせ先】木工製品担当：小川　生花担当：澤口
TEL 0193-62-7921　FAX 0193-64-3530

【お問い合わせ先】担当：嵯峨
TEL 0198-45-3016
FAX 0198-45-3017
E-mail  shoufu@fukushi-sfe.jp

【お問い合わせ先】弁当担当：晴山　名刺担当：菅野
TEL 019-662-6852　FAX 019-662-6872
E-mail  ayumu@iwate-fukushi.or.jp

長い間、ありがとうございました。

～出会いの店 ゆめれたす（一戸町） 閉店～～出会いの店 ゆめれたす（一戸町） 閉店～

●理事長巻頭ごあいさつ　手にして未来 ・・・・・・・・・・・・・ 2
●24時間テレビ福祉車両贈呈 
●シリーズ　専門職紹介③ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 
　～療育センターの作業療法士、理学療法士～
●［特集］ 職場研修～各施設での取り組み～  ・・・・ 4、5
　～みたけ学園・みたけの園、好地荘、やさわの園、和光学園、こぶし、松風園～
●シリーズ　わたしたちの自慢③ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
　～やさわの園、かたくり、松山荘～
●新規事業所等紹介  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
　～みたけ学園児童デイサービスセンター「くれよん」、
　　相談支援事業所「まつやま」、障害福祉サービス事業所さくら～
●「出会いの店 ゆめれたす」閉店のお知らせ ・・・・・・・・ 8
●製品紹介 ～松山荘、みたけの園、地域生活支援センター歩夢、松風園～

主
な
内
容

主
な
内
容

皆さまの温かいご支援に感謝いたします。
～24時間テレビ 福祉車両 贈呈～

　平成26年1月30日、盛岡市のふれあいランド岩手で24時間テレビ福祉車両贈呈式が行われ、公益社団法人２４時間テレビ
チャリティー委員会から、当法人の障害者支援施設つつじ（一戸町）にスロープ付き軽自動車が贈呈されました。贈呈式後は、
式に出席したつつじの利用者・佐藤正子さんと一緒に、いただいた車の前で記念撮影を行いました。新しい車を目にした時の
まぶしい笑顔がとても印象的でした。 ※２ページに関連記事

岩手県社会福祉事業団 機関誌

M I N N A  N O  H I R O B A

※上のイラストは、題字と同じ内容を
　指文字と手話で表したものです。
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福
祉
車
両
を
頂
き
ま
し
た
！

福
祉
車
両
を
頂
き
ま
し
た
！

〜
24
時
間
テ
レ
ビ
福
祉
車
両
贈
呈
〜

　
当
事
業
団
に
お
い
て
は
、今
後
、現
経
営
基

本
計
画
終
期（
平
成
32
年
度
）ま
で
に
、職
員

の
約
三
分
の一が
定
年
を
迎
え
ま
す
。昭
和
50

年
代
の「
中
山
の
園
」開
園
期
に
採
用
さ
れ
、

事
業
団
を
支
え
て
き
た
経
験
豊
か
な「
人
財
」

で
す
。こ
の
た
め
、
計
画
的
な
職
員
の
確
保
、

若
手
・
中
堅
職
員
か
ら
経
営
管
理
層
の
計
画

的
な
人
材
育
成
や
退
職
職
員
の
活
用
等
が
急

務
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
も
踏
ま
え
、平
成
２５
年

度
は
、
経
営
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
経
営
改

善
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、前
期
実
施
計
画

の
見
直
し
と
と
も
に
、給
与
制
度
の
見
直
し
や

新
た
な
雇
用
制
度
の
創
設
、庶
務
管
理
事
務

の
効
率
化
と
人
材
の
育
成
、法
人
の
事
業
継

続
計
画
の
作
成
、職
員
の
業
務
支
援
マニュア
ル

の
作
成
、人
事
考
課
制
度
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
検
討
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、こ
の
度
、職
員
業
務
支
援
マ
ニュ

ア
ル
と
し
て
、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手
引
き『
手

に
し
て
未
来
』」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
手
引
き
に
は
、事
業
団
職
員
と
し
て
共

有
す
べ
き
理
念
、基
本
的
な
考
え
方
や
知
識

等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。職
員
共
通
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
支
援
の
基
本
、
業
務
遂
行
上
の

ル
ー
ル
等
も
明
示
し
、全
て
の
職
員
が
、日
々

の
実
践
に
役
立
て
、一
人
ひ
と
り
が
支
援
力
を

高
め
、法
人
の
理
念
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
よ

う
に
、
更
に
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
を

リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
願
い
な
が
ら
、当

事
業
団
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
て
作
成
さ
れ
ま

し
た
。サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

知
識
不
足
に
よ
る
各
種
事
故
の
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
書
名
の「
手
に
し
て
未
来
」は
、あ
と
が
き

に
よ
る
と
、
編
集
委
員
た
ち
の
、こ
の「
手
引

き
」
を
手
に
し
て
、「
お
客
様
の
未
来
」、「
職

員
の
未
来
」、「
事
業
団
の
未
来
」を
拓
い
て
欲

し
い
と
い
う
強
い
願
い
が
籠
って
い
ま
す
。

　
間
も
な
く
、職
場
に「
手
引
き
」が
届
き
ま

す
。ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
・
中
堅
職
員
ま
で
、

全
職
員
が
こ
の「
手
引
き
」
を
手
に
取
っ
て
、

学
び
合
い
、常
に
基
本
・
基
礎
を
大
切
に
し
、

一丸
と
な
って
、ど
こ
ま
で
も
お
客
様
本
位
の
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
、お
客
様
・
職
員
・

事
業
団
の
幸
福
な
未
来
と
日
本
の
社
会
福
祉

の
未
来
を
拓
い
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
１
月
30
日
、盛
岡
市
の
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
ド
岩
手
を
会
場
に
、24
時
間
テ
レ
ビ
福
祉

車
両
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。公
益
社
団

法
人
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
よ

り
、当
法
人
の
障
害
者
支
援
施
設
つつ
じ
を
は

じ
め
、17
団
体
に
福
祉
車
両
が
贈
呈
さ
れ
、藤

原
理
事
長
が
代
表
し
て
車
両
の
目
録
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た

車
両
は
、
格
納

式
ス
ロ
ー
プ
付

き
の
軽
自
動
車

で
、車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、車
体
が
コ
ン
パ
ク

ト
な
の
で
、狭
い
道
路
で
も
安
心
し
て
運
転
で

き
ま
す
。車
い
す
の
ま
ま
乗
り
降
り
が
で
き
る

た
め
、毎
週
の
ド
ラ
イ
ブ
や
買
い
物
等
の
外
出
、

行
事
、
通
院
な
ど
の
移
動
が
と
て
も
便
利
に

な
り
、利
用
者
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
幅
が
広
が

り
ま
す
。

　
車
両
を
見
た
利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、「
新
し

く
て
良
い
！
」「
車
い
す
の
人
も
、車
い
す
じ
ゃ

な
い
人
も
乗
れ
て
良
い
」と
い
う
声
や
、「
早
く

乗
っ
て
み
た
い
。」「
担
当
（
職
員
）と
一
緒
に
、

盛
岡
ま
で
行
っ
て
買
い
物
し
た
い
。」と
い
う
希

望
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
希
望
を
叶

え
、笑
顔
を
増
や
す
福
祉
車
両
と
し
て
、大
い

に
活
躍
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局

　主
事

　山
崎

　竜
史
）

手
に
し
て
未
来

手
に
し
て
未
来

〜
常
に
、基
本・基
礎
を
大
切
に
〜

〜
常
に
、基
本・基
礎
を
大
切
に
〜

岩
手
県
社
会
福
祉
事
業
団

理
事
長  

藤
原

　健
一

スロープは、電動ウインチを使って、ス
ムーズに、安全に乗降できます。

車いすのまま乗り込め、中はゆったり♪
当事業団では初めて24時間テレビ福祉車
両の贈呈を受けました。
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　「
理
学
療
法
士
」
は
、
P
T
（P

hysical 
T
herapist

）と
も
呼
ば
れ
、法
律
に
よ
り
資
格
、

業
務
等
が
定
め
ら
れ
、理
学
療
法
を
専
門
技
術
と

す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
者
に
与
え
ら
れ
る
名
称

で
す
。同
法
に
よ
れ
ば
理
学
療
法
士
と
は
、「
厚
生

労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、理
学
療
法
士
の
名

称
を
用
い
て
、医
師
の
指
示
の
下
に
理
学
療
法
を

行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
は
、身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
や

障
が
い
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
人
に
対
し
て
、基

本
動
作
能
力（
座
る
、立
つ
、歩
く
な
ど
）の
回
復

や
維
持
、お
よ
び
障
が
い
の
悪
化
の
予
防
を
目
的

に
、運
動
療
法
や
物
理
療
法（
温
熱
、電
機
な
ど

を
治
療
に
利
用
す
る
も
の
）な
ど
を
用
い
て
、自
立

し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
訓
練
・
治
療
を

行
い
ま
す
。
主
に
、
病
院
や
ク
リ
ニッ
ク
、
介
護
保

険
関
連
施
設
、障
が
い
児（
者
）通
所
・
入
園
施

設
な
ど
で
働
い
て
い
ま
す
。最
近
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
対
策
分
野
や
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
働
い
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
岩
手
県
立
療
育
セ
ン
タ
ー
診
療
部
に
は
、現
在

7
人
の
理
学
療
法
士
が
い
ま
す
。整
形
外
科
医
師

の
診
察
に
よ
り
、理
学
療
法
が
必
要
と
判
断
さ
れ

る
と
、指
示
が
出
さ
れ
理
学
療
法
が
開
始
さ
れ
ま

す
。脳
性
麻
痺
や
そ
の
他
の
疾
患
に
伴
う
運
動
発

達（
首
の
す
わ
り
、お
座
り
、立
つ
、歩
く
）の
遅

れ
、運
動
麻
痺
、筋
力
低
下
の
あ
る
お
子
さ
ん
に

対
し
て
、運
動
発
達
を
促
す
療
法
を
行
い
ま
す
。

股
関
節
脱
臼
等
の
整
形
外
科
的
疾
患
な
ど
の

方
々
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、成
人
の
脳

性
麻
痺
や
そ
の
他
の
疾
患
、後
遺
症
の
方
に
は
運

動
機
能
の
維
持
改
善
を
目
的
と
し
た
療
法
を
実

施
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
、ご
家
庭
で
行
う
訓

練
の
説
明
書
を
作
成
し
た
り
、日
常
生
活
動
作

（
食
事
・
更
衣
・
移
動
・
排
泄
・
整
容
・
入
浴
な

ど
）に
関
す
る
助
言
、お
よ
び
補
装
具
や
車
い
す

類
の
検
討
・
助
言
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　
作
業
療
法
は
O
T
（O

ccupational 
T
herapy

）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。作
業
と
は
、日

常
生
活
や
仕
事
、遊
び
な
ど
、人
が
人
と
し
て
生

き
て
行
く
為
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
指
し
て

い
ま
す
。作
業
療
法
士
は
日
常
生
活
や
仕
事
な
ど

に
何
ら
か
の
支
障
が
あ
る
場
合
、支
障
を
き
た
し

て
い
る
動
作
の
訓
練
や
環
境
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
。対
象
と
な
る
疾
患
は
脳
梗
塞
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、リ
ウ
マ
チ
、認
知
症
、躁
う
つ
病
、脳
性
麻
痺
、

自
閉
症
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。そ
の
た
め
、病

院
だ
け
で
は
な
く
老
人
保
健
施
設
、行
政
機
関
の

他
、学
校
、職
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
立
療
育
セ
ン
タ
ー
診
療
部
に
は
、現
在

2
人
の
作
業
療
法
士
が
い
ま
す
。発
達
の
遅
れ
や

障
が
い
に
よ
っ
て
、日
常
生
活
の
基
本
と
な
る
食

事
、着
替
え
、ト
イ
レ
な
ど
の
動
作
や
、学
校
の
授

業
に
必
要
な
書
字
動
作
や
縄
跳
び
、あ
る
い
は
遊

び
な
ど
の
活
動
が
困
難
な
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、

作
業
療
法
を
行
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、箸
が
上

手
に
使
え
な
い
お
子
さ
ん
に
は
持
ち
や
す
い
箸
で

物
を
つ
ま
む
動
作
を
訓
練
し
た
り
、縄
跳
び
が
苦

手
な
お
子
さ
ん
に
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ジ
ャ
ン
プ
し
た

り
、縄
回
し
を
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
作
業
療
法
室
に
は
、様
々
な
遊
具

や
訓
練
道
具
が
あ
り
ま
す
。遊
具
を
使
っ
た
活
動

や
机
上
活
動
な
ど
を
通
し
て
、上
手
に
で
き
な
く

て
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、訓
練
・
治
療
を

行
い
、動
作
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
落
ち
着
き
が
な
い
、こ
だ
わ
り
が
強
い
な

ど
、行
動
面
に
問
題
を
持
つ
お
子
さ
ん
に
対
し
て

は
、そ
の
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
感
覚
統

合
療
法
や
行
動
調
整
を
行
い
、行
動
上
の
問
題
を

解
決
で
き
る
よ
う
に
訓
練
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、大
き
な
音
を
怖
が
る
、ベ
タ
ベ
タ
し
た
も

の
を
触
れ
な
い
な
ど
の
感
覚
面
の
問
題
を
抱
え
る

お
子
さ
ん
に
対
し
て
は
、環
境
調
整
な
ど
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

さまざまな遊具や訓練道具を備えた作業療法室

歩行器を使った歩行訓練中。

座位の姿勢で訓練をしています。

シ
リ
ー
ズ
　専
門
職
紹
介

シ
リ
ー
ズ
　専
門
職
紹
介

シ
リ
ー
ズ
　専
門
職
紹
介

専
門
職
の
お
仕
事
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
療
育
セ
ン
タ
ー
の

作
業
療
法
士
と
理
学
療
法
士
の
紹
介
で
す
。

専
門
職
の
お
仕
事
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
療
育
セ
ン
タ
ー
の

作
業
療
法
士
と
理
学
療
法
士
の
紹
介
で
す
。

Part3Part3Part3

運
動
療
法
、物
理
療
法
を
用
い
て

〜
理
学
療
法
士
〜

県
立
療
育
セ
ン
タ
ー（
診
療
部
）

日
常
作
業
を
目
指
し
て

〜
作
業
療
法
士
〜

県
立
療
育
セ
ン
タ
ー（
診
療
部
）
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た
。
人
権

侵
害
、
虐

待
、
人
権

相
談
等
に

つ
い
て
講

話
を
い
た

だ
い
た
他
、

人
権
擁
護

啓
発
と
し

て
行
わ
れ

て
い
る
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
文
の
朗
読
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。改
め
て
、自
分
自
身
の
支
援
に
つ

い
て
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
3
年
前
、虐
待
事
案
が
当
グ
ル
ー
プ
で
起
き

た
こ
と
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
し
た
が
、そ
の
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、日
々
職
員
一
人

ひ
と
り
が
自
分
自
身
に
問
い
か
け
、振
り
返
り
、

お
互
い
に
目
を
配
り
気
を
配
り
、よ
り
良
い
利

用
者
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
副
園
長

　道
上

　瑞
子
）

　
好
地
荘
に
は
、身
体
上
及
び
精
神
上
、さ
ま

ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
方

が
入
所
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
も
、
近

年
は
、精
神
障
が
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方

が
多
く
、そ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つい
て
職
員
間

で
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、よ
り
良
い
支
援

の
あ
り
方
に
つい
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
よ
う

な
中
、
当
施

設
の
嘱
託
医

で
あ
る
本
舘

病
院
の
高
橋

典
克
院
長
を

講
師
に
お
招

き
し
、
研
修

会
を
開
催
し

ま
し
た
。
精

神
障
が
い
、ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
・
事
例

的
な
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
、効
果
的
な
支
援

を
す
る
う
え
で
は
、薬
物
療
法
と
生
活
支
援
が

欠
か
せ
な
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。普
段

か
ら
利
用
者
を
診
察
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
高
橋

院
長
の
お
話
は
、利
用
者
が
持
っ
て
い
る
障
が
い

や
事
例
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
や
す
く
、職
員

個
々
に
抱
え
て
い
た
疑
問
や
課
題
を
解
決
・
確

認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
、今
後
の
支
援
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
活
指
導
員

　上
斗
米
諾
子
）

　
み
た
け
学
園
・
み
た
け
の
園
で
は「
虐
待
防

止
実
施
要
領
」を
定
め
、虐
待
防
止
対
応
責
任

者
の
所
在
と
虐
待
の
通
報
受
付
担
当
者
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、虐
待
の
早
期
発
見
と
早
期
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、虐
待
防
止
委
員
会
を
設

置
し
、虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に
つい
て
定
期
的

な
検
討
と
見
直
し
を
行
って
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、人
権
擁
護
、虐
待
防
止
に
係
る

職
場
研
修
と
し
て
、8
月
に
滝
沢
村
人
権
擁
護

委
員
8
名
に
来
園
い
た
だ
き
、第
1
部
で
は
利

用
者
を
対
象
に
D
V
D
や
歌
を
通
し
て「
自
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
。相
手
を
大
切
に
す
る
こ

と
」に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。第
2

部
で
は
、職
員
を
対
象
に「
障
害
者
と
人
権
侵

害
の
問
題
」「
支
援
者
と
職
場
の
問
題
」に
つ
い

て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
2
月
18

日
に
は
、昨
年
度「
基
本
的
人
権
」に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
い
た
盛
岡
地
方
法
務
局
の
方
を
講

師
に
お
招
き
し
、人
権
擁
護
研
修
を
行
い
ま
し

　
や
さ
わ
の
園
で
は
、自
家
用
車
で
通
勤
す
る
職

員
が
多
い
こ
と
、通
院
や
外
出
等
で
利
用
者
が
同

乗
し
た
公
用
車
を
運
転
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と

か
ら
、交
通
安
全
へ
の
意
識
向
上
を
目
的
と
し

て
、「
交
通
安
全
研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、花
巻
警
察
署
交
通
課
長
の
小
谷
地

警
部
補
を
迎
え
て
、花
巻
管
内
の
交
通
事
情
・

状
況
に
つ
い
て
の
講
義
、ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
運
転
適
性
演
習
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
事
故
の
総
数
は
減
少
し
て
い
る

が
重
傷
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、ス
ピ
ー

ド
は
出
さ
な
い
、早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、３
５
０㏄

缶
ビ
ー
ル
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
失
時
間
に
５
時
間

要
す
る
こ
と
を
例
に
、〝
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、

運
転
さ
せ
な
い
〞こ
と
等
、基
本
的
な
事
で
は
あ

り
ま
す
が
、改
め
て
安
全
運
転
の
再
認
識
を
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
研
修
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、

ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュレ
ー
タ
ー
に
よ
る
運
転
で
し
た
。

機
械
の
画
面
を
見
な
が
ら
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
す

る
こ
と
で
、運
転
者
の
適
性
や
傾
向
な
ど
を
客

観
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。体
験
型
の

研
修
で
あ
っ
た
た
め
、よ
り
記
憶
に
残
り
や
す

く
、
参
加
し
た
職
員
か
ら
も
大
変
好
評
で
し

た
。
今
後
も
、こ
の
よ
う
な
体
験
型
の
研
修
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
施
設
や
職
員
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
主
任
生
活
支
援
員

　吉
田

　二
郎
）

の
作
成
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。活
動
の一
環
と

し
て
、岩
手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
情
報
・
産

業
教
育
担
当
職
員
を
講
師
に
招
き「
情
報
モ
ラ
ル

研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、情
報
機
器
の
問
題
点
、犯
罪
例
等

を
交
え
た
講
義
の
ほ
か
、参
加
者
全
員
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
貸
し
出
さ
れ
、ネ
ッ
ト
世
界
の
擬
似
体

験
を
行
い
ま
し
た
。疑
似
体
験
の
内
容
は
、占
い

を
す
る
た
め
の
サ
イ
ト
に
入
り
、画
面
で
求
め
ら

れ
る
質
問
項
目
に
対
し
て
入
力
し
て
い
く
と
占
い

の
結
果
が
出
る
と
い
う
も
の
で
、何
気
な
く
入
力

し
た
生
年
月
日
や
氏
名
、さ
ら
に
は
位
置
情
報
な

ど
が
、気
づ
か
な
い
う
ち
に
読
み
取
ら
れ
て
い
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
研
修
を
通
し
て
改
め
て
ネ
ッ
ト
社
会
の
現
状
を

知
り
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
予
防
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、ま
た
大
人
が
現
状
を
知
り
、理
解
し
、見

守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
児
童
、職
員
共
に
、情
報
機
器
の
取
扱
い

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
持
ち
、適
切
に
活
用
し
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
児
童
指
導
員

　永
洞
博
之
）

　
今
年
度
こ
ぶ
し
で
は
、業
務
改
善
計
画
で「
口

腔
ケ
ア
」に
つい
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、一戸
町

ぽ
っ
ぽ
歯
科
医
院
の
歯
科
衛
生
士
大
畑
久
美
子

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、職
場
研
修
を
2
回
開
催

し
ま
し
た
。

　
1
回
目
は
職
員
が
正
し
い
口
腔
ケ
ア
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。最
初
に
講
義
で

口
腔
ケ
ア
の
目
的
と
効
果
、歯
の
磨
き
方
の
ポ

イ
ン
ト
、口
腔
内
の
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
、口
腔
ケ

ア
用
品
の
選
び
方
等
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
後

2
人
1
組
に
な
り
、実
際
に
相
互
に
歯
磨
き
を

行
い
ま
し
た
。最
初
に
感
じ
た
の
が「
他
の
職
員

に
口
の
中
を
見
ら
れ
る
の
は
恥
ず
か
し
い
」と
い

う
こ
と
で
、普
段
私
達
は
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に

利
用
者
の
歯
磨
き
支
援
を
行
って
い
ま
す
が
、こ

の
体
験
を
通
し
て
歯
磨
き
支
援
を
受
け
る
利
用

者
の
気
持
ち
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
、利
用
者

が
気
持
ち
良
い
と
思
え

る
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ

と
が
大
切
だ
と
学
び
ま

し
た
。

　
2
回
目
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
も
参
加
し
、
各

自
の
磨
き
方
や
職
員
の

仕
上
げ
磨
き
を
講
師
の

方
に
見
て
も
ら
い
、
歯
磨
き
の
仕
方
や
義
歯
の

磨
き
方
等
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。職
員

ば
か
り
で
は
な
く
、利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
口

腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
意
識
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
口
腔
ケ
ア
は
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
も
繋
が

る
た
め
、今
後
も
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
生
活
支
援
員

　岡
野
彩
子
）

　
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
機
の
普
及
に
よ
っ
て
、子

ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
、没
頭
す
る
余
り
生
活
面
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。和

光
学
園
で
も
同
様
に
、子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
って
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
って
い
ま
す
。一

方
、職
員
は
、情
報
技
術
や
機
器
の
進
歩
に
つ
い

て
い
け
ず
、知
識
が
な
い
た
め
に
適
切
な
支
援
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、業
務

改
善
活
動
と
し
て
、「
情
報
機
器
取
扱
い
手
引
書

　
松
風
園
家
族
会
か
ら
の
要
望
を
き
っ
か
け
に
、

平
成
25
年
10
月
24
日
に
家
族
会
と
職
員
合
同

で「
成
年
後
見
制
度
学
習
会
」を
行
い
ま
し
た
。

当
園
の
利
用
者
の
成
年
後
見
人
も
務
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る「
可
児
司
法
書
士
事
務
所
」の
可
児

あ
さ
み
さ
ん
と
工
藤
恵
之
助
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
、「
成
年
後
見
制
度
の
活
用
に
つい
て
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
成
年
後
見
制
度
の
概
要
に
始
ま
り
、事
例
等

や
、具
体
的
な
費
用
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。終
了
後
の
質
疑
で
は
様
々
な
質
問
等

が
出
さ
れ
、実
際
に
制
度
の
利
用
を
検
討
さ
れ

る
家
族
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
家
族
と
職
員
が
合
同
で
研
修
会
を
行
い
、共

に
学
ぶ
こ
と
で
、職
員
は
利
用
者
や
家
族
が
抱

え
て
い
る
状
況
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
テ
ー
マ

で
、合
同
の
研
修
会
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
使
用
し
た
資
料
は
、家
庭
裁

判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
一
度
ご

覧
に
な
って
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
就
労
支
援
係
長

　小
林
理
）

盛岡法務局職員による研修。
松風園、好地荘の職員も参加しました。

ドライブシミュレーターによる演習体験

ゲーム大好き。小さい頃から
ゲームへの関心が強いです。

歯磨きの順番や歯ブラシの
当て方等を学びました。

歯茎のマッサージも大切です！

こ
ぶ
し
（
障
害
者
支
援
施
設
）

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　口
腔
ケ
ア
研
修

好
地
荘
（
救
護
施
設
）

精
神
障
が
い
、
依
存
症
の

　
　
　
　
　
　支
援
に
つ
い
て

み
た
け
学
園
（
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
）

み
た
け
の
園
（
障
害
者
支
援
施
設
）

人
権
擁
護
・
虐
待
防
止
研
修

松
風
園
（
障
害
者
支
援
施
設
）

家
族
・
職
員
合
同

　
　
　成
年
後
見
制
度
学
習
会

や
さ
わ
の
園
（
障
害
者
支
援
施
設
）

ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

　
　を
使
っ
た
交
通
安
全
研
修

和
光
学
園
（
児
童
養
護
施
設
）

情
報
モ
ラ
ル
研
修 ～ 各施設での取り組み ～～ 各施設での取り組み ～

職場研修職場研修特集

当法人では、サービスの質の向上や人材育成のために、各施設で職場研修を開催しています。
その中から、今回は、６つの施設にスポットを当て紹介します。
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み
た
け
学
園
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
く
れ
よ
ん
」（
盛
岡
市
）

相
談
支
援
事
業
所

「
ま
つ
や
ま
」（
宮
古
市
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

「
さ
く
ら
」（
一
戸
町
）

　
平
成
23
年
度
時
点
の
中
山
の
園
の
状
況
と
し
て
、施
設

入
所
希
望
者
が
減
少
し
、地
域
移
行
し
た
利
用
者
も
高

年
齢
化
に
よ
っ
て
、
通
所
に
よ
る
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、さ
く
ら
が
既
に
定
員

割
れ
し
て
い
た
状
況
も
あ
り
、中
山
の
園
再
編
の
先
駆
け

と
し
て
、施
設
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
し
、通
所
生
活
介

護
事
業
所
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
、平
成
24
年
４
月
の
家

族
会
総
会
で
承
認
を
い
た
だ
き
、取
り
組
み
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、利
用
者
、ご
家
族
、各
関
係
機
関
の
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、平
成
25
年
12
月
９
日
を
も
っ

て
、施
設
入
所
利
用
者
の
他
施
設
等
へ
の
移
行
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
は
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
さ
く
ら
と
し
て
、地
域
生
活
者
を
中
心
に
、生
活
リ

ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た
健
康
体
操
、軽
作
業
、趣
味
的
活

動
等
の
日
中
活
動
を
提
供
し
、継
続
し
て
地
域
生
活
が
営

め
る
よ
う
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

（
施
設
長

　佐
々
木
一
晃
）

　
み
た
け
学
園
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
く
れ
よ
ん
」は
、平

成
26
年
2
月
17
日
か
ら
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。地
域
で
生
活
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

が
高
く
、み
た
け
学
園
で
は「
ぽ
け
っ
と
」、「
と
れ
い
ん
」に
続
い
て
、

3
か
所
目
の
開
所
と
な
り
ま
す
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、地
域
で
生
活
し
て
い
る
知
的
障

が
い
等
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
創
作
活
動
や
遊
び
、運
動
を
通
し
て
、

日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
動
作
の
習
得
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。定
員
は
10
名
で
、営
業
時
間
は
平
日
の
13
時
か
ら
17

時
ま
で
、学
校
休
業
日
は
10
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
事
業
所
名
の「
く
れ
よ
ん
」は
、個
別
的
な
支
援
を
大
切
に
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、利
用
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
、好
き
な
色
で
自
由
に

絵
を
描
く
よ
う
に
伸
び
伸
び
と
成
長
す
る一助
と
な
れ
ば
、と
の
思
い

を
込
め
た
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
を
提

供
し
、健
や
か
に
伸
び
伸
び
と
成
長

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
利
用
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

0
1
9
│
6
8
1
│
2
5
3
8

（
み
た
け
学
園

　業
務
係
長

　内
田
忠
孝
）

　
平
成
26
年
1
月
1

日
付
け
で
、宮
古
市
か

ら
特
定
相
談
支
援
事

業
と
障
害
児
相
談
支

援
事
業
の
指
定
を
受

け
、
相
談
支
援
事
業

所「
ま
つ
や
ま
」は
、松

山
荘
に
併
設
す
る
形

で
開
設
し
ま
し
た
。当
法
人
と
し
て
は
、６
番
目
の
相
談

支
援
事
業
所
に
な
り
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画（
計
画
相
談
支
援
）の
作
成
が

始
ま
り
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、進
捗
率

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
聞
き
ま
す
。基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
で
生
活
す
る
障
が

い
者
の
方
々
、こ
れ
か
ら
地
域
生
活
を
希
望
す
る
方
々
の
思

い
に
耳
を
傾
け
、本
人
の
希
望
に
少
し
ず
つ
で
も
応
え
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
の
場
所
は
、宮
古
市
内
で
は
は
ず
れ
の
方
に
な

り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
発
展
す
る
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】宮
古
市
松
山
8
│
1
9
│
1
松
山
荘
内

電
話
0
1
9
3
│
6
2
│
7
9
2
1

（
相
談
支
援
専
門
員

　佐
々
木
伸
一
郎
）

平成26年2月24日に開所式を
行いました。

お気軽にお越しください。

毎
日
行
っ
て
い
る
体
操
で
す
。

個々の活動の様子です。
みなさん、熱心に取り組んでいます。

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
所
、
入
所
か
ら
通
所
へ

移
行
し
た
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

新
規
事
業
等
紹
介

新
規
事
業
等
紹
介

新
規
事
業
等
紹
介
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グ
ロ
ウ
を
楽
し
む
方
、
画
像
や
液
体
が
動

く
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
ソ
ー
ラ
ー
・
プ
ロ

ジェク
タ
ー
、ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
か
ら
反
射
さ
れ

る
壁
や
天
井
の
光
の
動
き
を
目
で
追
い
、視

覚
刺
激
を
楽
し
む
方
、楽
し
み
方
は
様
々

で
す
。ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
が
新
し
く
な
っ

た
こ
と
で
地
域
の
方
々
、
近
隣
施
設
の

方
々
、学
齢
児
の
方
々
の
ご
利
用
も
増
え
て

い
ま
す
。や
さ
わ
の
園
の
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
、一

度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
業
務
係
長

　上
川
原
千
代
枝
）

　
や
さ
わ
の
園
自
慢
の
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム

は
、
光
、
音
、に
お
い
、
振
動
、
温
度
、
触
感
等

の
刺
激
を
感
じ
取
り
な
が
ら
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
せ
る
お
部
屋
で
す
。利
用
者
の
皆
さ
ん

の
一
番
人
気
は
、ウ
ォ
ー

タ
ー
・
ベッ
ド
で
す
。心
地

よ
い
温
度
に
設
定
さ
れ
た

ベッ
ド
の
上
に
横
に
な
っ
た

り
、座
っ
て
揺
ら
し
た
り
、

ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
感
覚
や

内
蔵
さ
れ
た
振
動
刺
激

を
感
じ
た
り
し
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
ま
す
。
次
に

人
気
が
あ
る
も
の
は
、
直

径
20
㎝
、
高
さ
２
m
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
バ
ブ
ル
ユ

ニッ
ト
で
す
。下
か
ら
無
数

の
泡
が
上
昇
す
る
様
子
や

色
が
変
化
す
る
様
子
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、

中
に
は
ギ
ュッ
と
抱
き
か
か
え
、振
動
を
楽
し

む
利
用
者
の
方
も
い
ま
す
。他
に
も
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
束
の一
本
一
本
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
サ
イ
ド

の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
で「
揉
み
方
が
上
手

で
気
持
ち
良
か
っ
た
」、「
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
が
良

い
匂
い
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
」な
ど
、喜
び
の

声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
か
た
く
り
で
は
、岩
手
県
社
会
福
祉
協
議

会
、一
戸
町
役
場
、教
育
機
関
等
各
方
面
か
ら

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
情
報
収

集
を
行
い
、新
規
の
団
体
の
受
け
入
れ
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
も
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、利
用
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
交
流
会
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
生
活
支
援
員

　藤
井
佐
和
子
）

　
障
害
者
支
援
施
設
か
た
く
り
の

自
慢
、そ
れ
は
、地
域
交
流
の一
環

と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
会
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。今
年
度
は
、ダ
ン
ス
、コ
ー
ラ
ス
、

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、ち
ぎ
り
絵
教

室
、デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
作
品
展
示
と

様
々
な
内
容
の
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。9
月
に
実
施
し
た
岩
手
県

立
大
学
化
粧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
K
I
P
U
＊
L
a
b
o
（
キ
プ

ラ
ボ
）の
方
々
に
よ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、利
用
者

シリーズ

わたしたちの自慢
vol.3

わたしたちの自慢
vol.3

わたしたちの自慢
vol.3

各事業所の「ここが自慢！」ということを
取り上げ、紹介するシリーズ。

第3回は松山荘、かたくり、やさわの
園の自慢を紹介します。

各事業所の「ここが自慢！」ということを
取り上げ、紹介するシリーズ。

第3回は松山荘、かたくり、やさわの
園の自慢を紹介します。

五感で楽しむ
スヌーズレン

障害者支援施設 やさわの園（花巻市）

を
し
て
七
回「
は
っ
と
う
」を
食
べ
る
と
健
康
に

な
る
」と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、そ
の
日
は

「
小
豆
ば
っ
と
う
」を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま

す
。他
の
地
域
か
ら
い
ら
し
た
方
は
、初
め
は

戸
惑
う
よ
う
で
す
が
、皆
さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
く
、根
強
い
人
気
が
あ
る
た
め
、八

月
七
日
に
限
ら
ず
年
間
を
通
し
て
メ
ニュ
ー
に

採
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
沿
岸
・
宮
古
な
ら
で
は
の
自
慢
の
食
事

を
、今
後
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、さ
ら
に
工
夫
し
、提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　（
栄
養
士

　佐
々
木
千
恵
子
）

　
宮
古
は
世
界
で
も
有
数
の
魚
場
を
近
海
に
抱
え

て
お
り
、松
山
荘
の
利
用
者
さ
ん
は
昔
か
ら
新
鮮

な
魚
、特
に
生
も
の
が
大
好
き
な
方
が
多
く
、沢

山
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。年
に
何
回
か
の
お

楽
し
み
と
し
て一
番
喜
ば
れ
て

い
る
の
が
、沢
山
の
海
産
物
が

器
一
杯
に
載
せ
ら
れ
た
、宮
古

の
有
名
店
の
生
ち
ら
し
で
す
。

皆
さ
ん
は
、名
店
の
味
に
舌
鼓

を
打
ち
、と
て
も
嬉
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
す
。ま
た
、
今

年
度
は
、利
用
者
さ
ん
の
目
の

前
で
お
寿
司
を
握
る
実
演
付

き
の
寿
司
バ
イ
キ
ン
グ
を
行

い
、大
好
評
で
し
た
。

　
実
は
、
宮
古
に
は
魚
介
を

使
っ
た
料
理
の
他
に
も
有
名
な

食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、「
小
豆
ば
っ
と
う
」で
す
。「
は
っ
と
う
」と
い
う

き
し
め
ん
の
よ
う
な
も
の
を
甘
い
粒
あ
ん
で
和
え
た

郷
土
料
理
で
、こ
れ
を
丼
で
主
食
と
し
て
食
べ
ま

す
。宮
古
地
域
で
は「
八
月
七
日
に
七
回
水
浴
び

沿岸・宮古ならでは
の食事提供
救護施設 松山荘（宮古市）

地域とつながる
ボランティア交流会
障害者支援施設 かたくり（一戸町）

人気メニュー「小豆ばっとう」
（※写真左下の丼）

岩手県立大学化粧ボランティアサークル
KIPU*Laboによるハンドマッサージ

新しくなった
スヌーズレンルームです。


